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平成31年5月23日（木）　　　　　　　　司会・記録：馬場　勇治 

	矢幅
	橋本（弘）
	小川
	菅原
	戸賀沢
	鳥谷部
	石田
	藤田
	蕨野
	馬場

	業務
	業務
	業務
	業務
	○
	業務
	業務
	業務
	○
	○

	工藤
	山田
	大川
	東
	北城
	
	
	
	
	

	○
	業務
	業務
	業務
	業務
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・職員旅行の行程表を掲示板で確認し、不参加の場合は行事委員へ不参加届を提出するように。

・今年度上半期の目標を速やかに作成するように。
・事故発生時の連絡について
　事故発生のメールが高齢領域に送信されていなかったため高齢領域にもメール送信することと、介護保険を利用している場合には担当ケアマネジャーへの連絡も行うこと。

・プログラム6月分について、
テキスト⇒5月27日（月）まで。プログラムについて不明な点は馬場さんへ。

・医療安全管理委員会より
　5/21　南山苑で窒息事故があり、5/28（火）カンファレンスで事故対策のミーティングを実施する。
＜研修・勉強会＞

・第1回院内研修

　日　時：5月28日（火）、29日（水）17:30～18:30
　場　所：メンタル3階会議室
　テーマ：｢当院における精神医療サービスの在り方｣
　講　師：東ＡＯＭ

・菅原AOMより研修案内

認知行動療法、精神科アセスメント、SST、向精神薬の基礎知識についての研修。

・平賀IOOより研修案内

　はちのへ地域ＳＡセミナー
　日時：6月20日(木)　19:00～21:00

　場所:八戸パークホテル　1階　マグノリア

　※申し込みは6/14(金)正午までにWIZメールで申し込むこと。
＜祝日プログラムについて＞
7/15（月）・8/12（火）利用者様に希望を確認し、納涼会はの日程も含め、企画を勧めていく。
＜利用者様情報＞

デイケア
・下荢坪康一郎様～来所時間になっても来ておらず所在確認の為、自宅に電話連絡をしている。父様が出ており、本人の体調が優れない為欠席するとのこと。前回も欠席の際に連絡がなかった為、次回来所時に体調の確認や欠席等の連絡について、就労を目指す上での必要性と共に振り返りを行っていく事としている。

・曽我　泰庸　様～表情ににこやかに過ごしているが、女性利用者様への話し掛けが多く、性的発言がある。場にそぐわない発言であり、控えるように伝えるが「別にそんなつもりはないんだけど。」と返答している。他利用者が不快な思いをしないように適宜介入していく。

デイナイトケア

・木村　義重様　～青風荘より情報提供あり、一週間ほど前から歩行時に右足小指のたこの痛みの訴え聞かれており、痛みに状態に合わせ今後受診検討しているとの事。青陽館では痛みの訴えは無く、運動プログラムにも参加され歩行等にも支障は観察されていない
・古川　富蔵様　～青風荘より情報提供あり。今朝8:15、本人より体調不良の訴えがあり、「だるい」と話し、下半身振戦あり。体温測定した所、37.7℃の発熱あり。うしお内科クリニックを受診予定となり、本日デイナイトケア欠席となる。
・奥山　以依子様～青風荘より情報提供あり、以前キッチンで見られた包丁を探すことは無くその後キッチン周辺には近づくことはない。スタッフとのコミュニケーションは自分のスケジュールの確認や通帳管理の事などで、普段と違う様子は見られていないとのこと。デイナイトケアでは午前中の運動プログラムは、自主的に参加され、穏やかな表情で過ごしているが、その後の座学プログラムでは、終始傾眠見られている。

・倉橋　生子　様～来所すると、昨日眠れていないことを話している。12時過ぎに眠ったからと話し、運動療法の後、静養室に勝手に入っている。

・鈴木真知子　様～青風荘より情報提供があり、今朝多量の尿失禁見られていたとのこと。本日は、午前中からコップに水を汲み常に水分摂取量は多い傾向にある。午前中はミーテイングやプログラム中に飲水、プログラム等ではコップを所定の場所に置くよう伝えている。

ナイトケア

・村上　元道　様～16：45に電話あり。仕事での疲れやと声高になる事なく話している。気持ちの切り替えは出来ている様子で、「明日の仕事は気持ちを引きずらないで取り組めるが、今日は頑張りすぎたから、少しペースを落そうと思っている」と話している。電話連絡し、自己の振り返りができたことについて評価し、また何かあった時は来所したり電話するように伝え終話している。

カンファレンスシート（　小泉　晋哉　様　）

実施日：2019年5月　23日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：戸賀沢

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	小泉　晋哉　様
	性別
	男
	年齢
	28
	生年月日
	H3.1.15

	主病名
	広汎性発達障害
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	就労が出来るよう支援を実施していく。
①基本的生活習慣の習得　　　②身体機能の維持・向上

③対人関係の改善　　　④作業能力・持続性の向上

⑤病識を身につける

	本人希望
	いずれ仕事が出来るようになりたい。

	家族希望
	就職できるように訓練を受けてもらいたい。

	入院歴
	なし

	通所歴
	1回目：H27.7.23から週3回/月･火･木曜日、H30.3より、月・木曜日の週2回

	その他サービス利用
	なし

	住居：

五戸町にて母･妹と暮らしている。

母は治療に対して協力的で､本人との関係性も良好。本人が仕事を辞めてから､いろんな話をするようになったと感じている様子。父親はH21年に糖尿病合併症にて死去している。（母：Ｈ27年で52歳）
	家族構成


Ｈ21年頃、ＤＭ、心不全







	利用制度
	· 自立支援医療制度：上限5000円　（29.6.30）　　　

· ＊障害基礎年金2級

· 精神障害者保健福祉手帳　2級（29.7.31）

	現病歴
	幼少期よりコミュニケーション能力が低く、自閉的であった。高校卒業後に製造業に就職したが、指示内容を言葉通りにしか理解出来ない、同時並行作業が出来ないなどで業務に支障をきたし上司との関係性が悪化。H23年頃より抑うつ感、睡眠障害が出現。H26年10月、業務中に過呼吸を起こし、十和田市立中央病院へ救急搬送。以後、職場や混雑している場所で、緊張感・焦燥感・眩暈感等が出現し、過呼吸を起こすようになり、救急搬送を繰り返していた。転医を希望し、H27.4.24当院を初診。就労を希望しているものの、自閉的傾向が強く一般就労に対して自信が得られず、精神科デイケアでのリハビリテーション・就労訓練を希望。H27.7.23より利用を開始。


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①デイケアの利用日を休まずに通所出来る
	①自身の精神面、身体面の状態を自覚できる。
	①身体的な不調を引きおこした原因と思われることについて考えることが出来る。
	1 １なぜ身体的な不調がおこるのかを自覚し、原因を一緒に考える。本人の考えや思いを自分の言葉で、話すことが出来るように支援する。

	
	
	②来所できた際は評価し、自信をつける。不調の原因や、対処法について一緒に考えることが出来る。
	2 来所できた際は評価し、自信をつける。不調の原因について一緒に対処法を考え、実践できるよう促していく。




【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応

	①身体的な不調を引きおこした原因と思われることについて考えることが出来る。
	・大きく調子を崩すことはないが、体調不良で欠席することあり、利用率30～50％位である。感情や思いを言葉にすることが出来るように、様々スタッフから質問をしているが、首をかしげることが多い。不調の内容は来所時の朝は特に下痢症状が酷く軽快してから自分で運転して来るが、運転中の目から入る情報を多く感じると頭痛、めまい、吐気などが出現し、前記症状が出現すると、仕事をしている時に上司から叱られた時の事が思い出され更に症状が悪化し、途中で休憩をとっていても改善せずに欠席してしまうとのこと。それでも「少しずつは良くなっています」と話している。人混みも苦手としており､何が不快かは理解している部分もある。プログラムは、来所出来る事に重点をおき、作業療法のみとし、本人から申し入れがあった際に合わせて、目標変更し他のプログラムを組み入れることにしている。

（達成度50%）
	長期目標を体調不良での欠席が多く、利用率が低いため、①利用日を休まずに通所できる。に変更しているが利用率が50％位である。欠席理由として来所に至るまでに体調不良に陥るケースが多い。来所途中での体調不良に関しては自分なりに原因は理解できてきているが、上記のように自身の体調変化に対する自覚と対処は本人が目標としている就労には必要不可欠であると考える。今後、本人が体調変化への自覚や対処が出来るよう支援していく。その際に本人が理解出来るような言葉で説明をしていくこととする。



	②来所できた際は評価し、自信をつける。不調の原因や、対処法について一緒に考えることが出来る。

	・デイケア利用中に具合の悪さを訴えることがあったが作業療法中の照明の明るさが原因であることが分かり照明のスイッチの場所を教えることによりその時の体調に合わせた明るさで作業に取り組めている。当日はスタッフに原因を伝える事ができなかったが、次の利用日に振り返りにより、原因を確認する。
・自閉傾向が認められ､自身の考えをまとめて伝えることや､自ら相手へ話し掛けることが困難であったが徐々に数人の特定のメンバーや担当スタッフとは会話出来るようになっている。体調が完全に回復しなくても、自主活動ではトランプに表情良く参加することは出来ている。
・羊毛フェルトでマスコット人形作りにはまっており、材料と共に多くの作品を仕上げている。

・以前はパソコン操作は自力でスキルアップが出来ており、パソコンスキルには自信がある様子が窺え、将来的には事務系の仕事がしたいと希望しているが、パソコンスキル以外の能力は不明。しかし本人が得意とするものの中には含まれていない。

・就労に関しては、通所の利用率が90％を継続出来、
定時に来所出来るようになってから考える。

・能力のバランスの悪さがあり、得意なこと､受け入れていることは言葉にできるが、わからないことは言葉として表現出来ない様子がみられる。

（達成度40%）
	


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	①デイケアの利用日を休まずに通所出来る。
	①自身の精神面、身体面の状態を自覚できる。
	①身体的な不調を引きおこした原因と思われることについて考えることが出来る。
②来所できた際は評価し、自信をつける。不調の対処法について一緒に考えることが出来る。
	①なぜ身体的な不調がおこるのかを自覚し、原因を一緒に考える。自分の不調の背景を自覚できるよう、スタッフは「はい」や「いいえ」で答えられるような簡単な質問で、情報を引き出し、分かりやすい言葉で本人に返していく。

②来所できた際は評価し、自信をつける。不調への対処法をスタッフと検討、具体的な対処法を作り実践できるよう促していく。（口頭での説明が難しい場合はマニュアルを作る）


